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 放射線計測に用いられる蛍光材料は主にシンチレータとドシメータの 2 つに大別される。シン

チレータは放射線誘起により発光する材料であり、医療やセキュリティなどの分野で利用されて

いる。ドシメータは放射線エネルギーを材料由来の捕獲準位に蓄積した後、光 (輝尽蛍光、OSL) や

熱 (熱蛍光､TSL) などの外部刺激により解放して発光する。これらの発光強度は放射線量と比例

し、実際の被ばく線量を発光強度から知ることができるため、個人被ばく線量計測などに用いら

れる。ドシメータ材料に求められる物性としては吸収線量に対する応答直線性、適切な感度、人

体の軟組織に近い実効原子番号 (Zeff=7.13) が挙げられるが、現在の代表的な材料においても物性

は一長一短であり、すべてを満たす材料はなく、更なる材料開発が求められている。 

 当研究室では過去にアルカリ土類系ホウ酸塩の高いTSL特性 [1] に着目し、CaO-B2O3-Al2O3 系

ガラスが有用なドシメータ特性を示すことを報告している [2]。そこで我々は人体軟組織に更に近

い低実効原子番号を有するドシメータ材料の開発を目的として、濃度の異なる Ce 添加

30MgO-50B2O3-20Al2O3 ガラスの作製を行い、その放射線応答特性を系統的に評価した。 

 図 1 に X 線誘起シンチレーションスペクトルの測定結果を示す。Ce 添加品において 300-500 nm

付近にブロードな発光が観測され、Ce 濃度が下がるにつれて発光波長が無添加品に近い短波長側

にシフトした。図 2は TSL における dose response function の測定を行った。全てのサンプルにお

いて非常に高い直線性を示し、計測感度のある線量は 10-10000 mGy程度であった。 
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図 1. Ce 添加 30MgO-50B2O3-20Al2O3 ガラスの

X 線誘起シンチレーションスペクトル。 

図 2. 30MgO-50B2O3-20Al2O3 ガラスの TSLにお

ける dose response function。 
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